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一
　
コ
ロ
ナ
禍
の
舞
台
芸
術
へ
の
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V

ID
-19
）
の
感
染
が
拡
大
し

は
じ
め
た
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
六
日
、
当
時
の
安
倍
晋
三
首
相
が
、

以
後
二
週
間
に
わ
た
る
全
国
的
な
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自
粛
要

請
の
方
針
を
発
表
し
た
 1
。
俗
に
〝
令
和
の
二
・
二
六
事
件
〟
と
も

い
わ
れ
る
あ
の
日
を
境
に
、
種
々
の
業
種
や
分
野
が
甚
大
な
被
害
を

蒙
っ
た
が
、
舞
台
芸
術
に
お
け
る
顕
著
な
影
響
と
し
て
第
一
に
指
を

屈
す
べ
き
は
、
数
多
の
公
演
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
月
二
十
六
日
当
日
に
は
、
国
立
劇
場
が
三
月
十
五
日
ま
で
主
催

公
演
の
中
止
を
発
表
し
、
劇
団
☆
新
感
線
が
『
偽
義
経
冥
界
歌
』
東

京
公
演
を
一
部
休
演
。
翌
日
以
降
、
数
多
く
の
劇
場
・
劇
団
が
予
定

し
て
い
た
公
演
の
中
止
あ
る
い
は
延
期
を
発
表
し
た
。
こ
と
に
日
本

演
劇
興
行
協
会
加
盟
の
大
手
興
行
会
社
や
大
劇
場
は
当
初
、
三
月
上

旬
ま
で
の
中
止
と
足
並
み
を
揃
え
る
方
向
で
調
整
し
て
い
た
 2
。
先

行
き
の
み
え
な
い
状
況
に
直
面
し
な
が
ら
、
し
か
し
そ
れ
が
長
期
化

す
る
と
は
誰
も
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
 3
。

政
府
の
「
要
請
」
に
法
的
拘
束
力
は
な
い
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

中
止
に
か
ん
す
る
基
準
等
が
明
確
で
は
な
く
、
結
局
個
々
の
判
断
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
三
月
に
は
、
当
時
考
え
う
る
最
善
の

感
染
対
策
の
も
と
に
再
開
し
た
り
、
初
日
を
開
け
た
り
す
る
公
演
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
が
、
感
染
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
政
府
が
中
長

期
的
な
指
針
を
し
め
す
こ
と
は
な
く
、
多
く
の
現
場
は
慎
重
か
つ
断

続
的
に
中
止
期
間
の
延
長
や
新
た
な
中
止
を
発
表
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

四
月
七
日
に
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
と
、
劇
場
の

コ
ロ
ナ
禍
下
に
お
け
る
堂
本
光
一
と
『E
ndless SH

O
C

K

』
の
軌
跡

後

藤

隆

基
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扉
が
一
斉
に
閉
ざ
さ
れ
た
。
五
月
二
十
五
日
に
首
都
圏
を
含
む
全
国

で
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
が
、
た
だ
ち
に
再
開
で
き
る
劇
場

は
皆
無
に
等
し
く
、
数
か
月
間
に
わ
た
っ
て
舞
台
芸
術
の
時
間
は
凍

結
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
が
前
提
条
件
で
あ
り
、
接
触
や
交
流
、

越
境
を
特
性
と
す
る
劇
場
文
化
は
、
そ
の
存
在
じ
た
い
を
封
じ
ら
れ

た
と
い
っ
て
よ
い
。

ぴ
あ
総
研
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
の
ラ
イ
ブ
・
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
（
音
楽
・
ス
テ
ー
ジ
）
の
市
場
規
模
は
、
前
年
比
八

十
二
・
四
％
減
の
千
百
六
億
円
（
音
楽
は
前
年
比
八
十
六
・
一
％
減

の
五
百
八
十
九
億
円
、
ス
テ
ー
ジ
は
前
年
比
七
十
四
・
八
％
減
の
五

百
十
八
億
円
） 4
に
落
ち
こ
ん
だ
。
二
〇
二
一
年
に
は
、
前
々
年
比
五

十
一
・
二
％
減
の
三
千
七
十
二
億
円
（
音
楽
は
前
々
年
比
六
十
三
・

五
％
減
の
千
五
百
四
十
七
億
円
、
ス
テ
ー
ジ
は
前
々
年
比
二
十
五
・

九
％
減
の
千
五
百
二
十
五
億
円
） 5
と
や
や
上
向
く
も
の
の
、
そ
の
損

失
は
数
字
が
明
瞭
に
し
め
す
と
お
り
で
あ
る
。
く
わ
え
て
、
当
然
な

が
ら
数
字
だ
け
で
は
測
れ
な
い
影
響
が
あ
っ
た
。

当
時
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
勤
務
し
て
い
た
稿
者
は
、
二

〇
二
〇
年
三
月
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
舞
台
芸
術
の
中
止
・
延
期

公
演
等
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
そ
の
記
憶
／
記
録
を
後
世
に
伝
え
る

べ
く
、
展
示
や
図
録
（
書
籍
）
等
の
か
た
ち
で
成
果
を
公
開
し
て
き

た
 6
。
一
口
に
舞
台
芸
術
と
い
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
、
劇

場
や
劇
団
、
興
行
の
規
模
の
大
小
が
あ
り
、
被
害
や
損
失
の
濃
淡
が

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
く
に
大
劇
場
で
の
商
業
演
劇
が

置
か
れ
た
状
況
の
一
側
面
を
象
徴
し
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
の
が
、

堂
本
光
一
主
演
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『E

ndless SH
O

C
K

』（
帝
国
劇

場
、
二
月
四
日
～
三
月
三
十
一
日
。
日
程
は
当
初
予
定
）
で
あ
る
。

初
演
か
ら
二
十
年
の
節
目
と
し
て
「20 th A

nniversary

」
と
副
題
を

添
え
ら
れ
た
記
念
公
演
だ
っ
た
が
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
（
結
果
的

に
は
）
千
穐
楽
ま
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
主
催
者
が
同
じ
東

宝
の
各
公
演
だ
け
を
み
て
も
軒
並
み
中
止
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

な
か
で
『E

ndless SH
O

C
K

』
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
い
く
つ
か
の

理
由
が
あ
る
。

公
演
中
止
や
対
応
等
を
め
ぐ
る
判
断
に
堂
本
光
一
自
身
の
意
思
が

深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
。
早
い
段
階
でInstagram

に
よ
る
無

観
客
ラ
イ
ブ
配
信
を
お
こ
な
っ
た
先
駆
性
。
無
観
客
収
録
に
よ
る
公

演
映
像
の
映
画
化
。
舞
台
上
の
感
染
対
策
を
考
慮
し
た
ス
ピ
ン
オ
フ

版
の
制
作
・
上
演
な
ど

―
。
コ
ロ
ナ
禍
が
舞
台
芸
術
に
も
た
ら
し

た
諸
問
題
が
『E

ndless SH
O

C
K

』
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
『E

ndless SH
O

C
K

』
が
毎
年
百
回
近
く
ロ

ン
グ
ラ
ン
公
演
を
つ
づ
け
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
を
持
続
し
て

い
る
特
異
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
事
態
の
初
期
段
階
か
ら
現

在
ま
で
の
約
二
年
半
と
い
う
時
間
を
定
点
観
測
的
に
検
証
可
能
な
も
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の
に
し
て
い
る
。

一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
商
業
演
劇
は
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
度
や
話
題
性

の
高
さ
に
比
し
て
、
研
究
や
批
評
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
は
な
い
。
し
か
し
、
多
数
の
観
客
を
動
員
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て

上
演
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
舞
台
を
看
過
し
て
は
、
同
時
代
演
劇
の

動
向
を
正
し
く
捕
捉
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

演
劇
博
物
館
の
取
り
組
み
で
は
能
う
か
ぎ
り
広
汎
な
ジ
ャ
ン
ル
の

実
態
調
査
を
企
図
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
約
一
年
半
の
初
期
段
階
が
対
象

で
あ
り
、
以
降
の
時
間
も
ふ
ま
え
た
個
別
具
体
的
な
事
例
検
討
が
今
後

必
要
と
な
る
。
本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
以
降
、
今
日
に
い
た
る
コ

ロ
ナ
禍
下
に
お
け
る
舞
台
芸
術
の
動
態
を
、
大
劇
場
で
の
商
業
演
劇
を

対
象
と
し
て

―
と
く
に
堂
本
光
一
と
『E

ndless SH
O

C
K

』
を
一

事
例
に
概
観
し
、
そ
の
軌
跡
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　『Endless SH
O

C
K

』
の
二
十
年

堂
本
光
一
主
演
の
『E

ndless SH
O

C
K

』

―
「SH

O
C

K

」
シ

リ
ー
ズ
は
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
に
『M

ILLE
N

IU
M

 SH
O

C
K

』

（
ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
作
・
構
成
・
演
出
、
帝
国
劇
場
）
の
タ
イ
ト
ル
で

幕
を
開
け
た
。
二
十
一
歳
だ
っ
た
堂
本
は
当
時
、
帝
国
劇
場
史
上
最

年
少
の
座
長
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
同
作
は
『SH

O
W

劇
・

SH
O

C
K

』（
帝
国
劇
場
／
以
下
同
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
～
二
〇
〇

二
年
一
月
）、『SH

O
C

K
 is R

eal Shock

』（
二
〇
〇
三
年
一
～
二

月
）、『Shocking SH

O
C

K

』（
二
〇
〇
四
年
二
月
）
を
経
て
、
二
〇

〇
五
年
に
現
行
の
『E

ndless SH
O

C
K

』（
一
～
二
月
）
に
改
題
さ

れ
、
堂
本
が
脚
本
・
音
楽
・
演
出
な
ど
制
作
面
に
携
わ
る
よ
う
に
な

る
。
高
橋
豊
は
「
帝
劇
の
演
目
が
、
大
女
優
に
よ
る
「
座
長
芝
居
」

か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
中
心
へ
移
行
し
て
い
く
象
徴
的
な
「
事
件
」
で

も
あ
っ
た
」（「E

ndless SH
O

C
K

　

堂
本
光
一
の
単
独
主
演
で
１
６

０
０
回　

フ
ラ
イ
ン
グ
に
殺
陣
な
ど
全
力
投
入
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

二
〇
一
八
年
二
月
二
十
七
日
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

シ
リ
ー
ズ
初
期
段
階
の
特
徴
に
つ
い
て
、
高
橋
豊
は
右
の
記
事
で

こ
う
整
理
す
る
。

「SH
O

C
K

」
は
、
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
演
技
し
て
の
従
来
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
要
素
に
、
体
を
張
っ
た
ス
タ
ン
ト
（
離
れ
業
）

を
加
え
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
で
あ
る
。
堂
本
は

命
綱
な
し
で
紅
い
布
を
つ
か
み
客
席
上
空
を
飛
ぶ
な
ど
「
フ
ラ

イ
ン
グ
」
を
こ
な
し
、
激
し
い
殺
陣
の
後
に
、
22
段
の
大
階
段

を
「
階
段
落
ち
」
す
る
。
こ
れ
ま
で
一
度
も
代
役
を
立
て
ず
、

単
独
主
演
を
貫
い
て
き
た
。
／
第
１
回
か
ら
私
は
観
劇
し
て
い

る
が
、
初
め
は
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
に
通
じ
る
大
仕
掛
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け
や
サ
ー
カ
ス
芸
の
方
に
目
が
行
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
以
降
の
『E

ndless SH
O

C
K

』
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ナ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
ス
タ
ン
ト
や
フ
ラ
イ
ン
グ
、
和
太
鼓
、
殺
陣
、

ダ
ン
ス
、
階
段
落
ち
な
ど
、
堂
本
光
一
の
身
体
性
が
発
揮
さ
れ
る
シ
ー

ン
を
い
か
し
つ
つ
、
劇
の
主
人
公
で
あ
る
コ
ウ
イ
チ
（
堂
本
）
と
彼

を
め
ぐ
る
人
び
と
の
ド
ラ
マ
が
前
景
化
さ
れ
て
い
く
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を
舞
台
に
、
日
々
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
磨
き
つ
づ
け
る
コ
ウ
イ
チ
と
そ
の
カ
ン
パ
ニ
ー
が
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
世
界
で
頂
点
を
め
ざ
す
、
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

も
の
で
あ
る
。
コ
ウ
イ
チ
と
彼
を
ラ
イ
バ
ル
視
す
る
メ
ン
バ
ー
の
関

係
性
を
ひ
と
つ
の
軸
に
描
か
れ
る
。
オ
フ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
劇

場
で
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
た
あ
る
日
、
オ
ン
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
の
大
劇
場
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
が
来
る
。
喜
び
に
沸
く
メ
ン
バ
ー
と
、

冷
静
に
自
分
た
ち
の
力
量
を
見
定
め
る
コ
ウ
イ
チ
の
あ
い
だ
に
少
し

ず
つ
軋
轢
が
生
じ
る
。
そ
れ
が
遠
因
と
な
り
、
あ
る
と
き
シ
ョ
ウ
の

一
場
面
で
事
故
が
発
生
。
コ
ウ
イ
チ
は
死
線
を
さ
ま
よ
い
、
命
を
落

と
す
。
シ
ョ
ウ
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
を
生
き
る
若
者
た
ち
の
葛
藤
と
シ
ョ

ウ
に
懸
け
る
思
い
を
表
現
し
た
物
語
で
あ
る
。

『E
ndless SH

O
C

K

』
は
、
堂
本
光
一
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

定
着
す
る
。
年
ご
と
に
代
わ
る
ラ
イ
バ
ル
役
の
配
役
や
演
出
・
楽
曲

等
の
変
化
と
と
も
に
作
品
は
刷
新
さ
れ
、
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
 7
。
二

〇
〇
九
年
に
は
、
森
繁
久
彌
（『
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
』）

の
帝
国
劇
場
単
独
主
演
記
録
六
百
二
十
五
回
を
更
新
。
二
〇
一
一
年

の
帝
国
劇
場
百
周
年
記
念
公
演
（
二
～
三
月
）
で
は
、
三
月
十
一
日

昼
の
部
の
幕
間
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
以
降
年
内
の
公
演
を

中
止
す
る
と
い
う
出
来
事
も
あ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
に
は
千
二
百
八

回
を
達
成
し
、
九
代
目
松
本
幸
四
郎
（
現
・
二
代
目
白
鸚
）
に
よ
る

『
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
男
』
が
も
っ
て
い
た
国
内
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
同
一

作
品
で
の
単
独
主
演
記
録
を
塗
り
替
え
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
首
位

を
更
新
し
つ
づ
け
て
い
る
。

『E
ndless SH

O
C

K

』
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
そ
の
世
界
の
基
盤

で
あ
っ
た
ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
が
二
〇
一
九
年
七
月
九
日
に
鬼
籍
に
入

る
と
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
は
堂
本
光
一
が
「
作
・
構
成
・
演
出
・
主

演
」
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
、
ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
は
「
エ
タ
ー
ナ
ル
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
と
な
る
。
つ
ね
に
進
化
し
つ
づ
け
て
き
た
『E

ndless 

SH
O

C
K

』
は
二
十
年
間
、
全
チ
ケ
ッ
ト
即
日
完
売
と
い
う
興
行
的
成

功
を
収
め
て
き
た
（
二
〇
二
一
年
以
降
も
同
様
）。

し
か
し
、
ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
不
在
で
初
め
て
迎
え
た
『E

ndless 

SH
O

C
K

』
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曾
有
の
災
厄
に
直
面
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



62コロナ禍下における堂本光一と『Endless SHOCK』の軌跡

三
　
二
〇
二
〇
年
の
公
演
中
止
と
そ
の
対
応

二
〇
二
〇
年
の
『E

ndless SH
O

C
K

 20 th A
nniversary

』
は
初

演
か
ら
二
十
年
の
記
念
公
演
で
あ
り
、
前
年
十
一
月
二
十
日
の
製
作

発
表
日
にInstagram
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
（@

endlessshock_
official

）
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
堂
本
光
一
自
身
の
発
案
に

よ
る
と
い
う
。
ラ
イ
バ
ル
役
は
上
田
竜
也
。
十
二
月
に
は
稽
古
が
は

じ
ま
り
、
新
作
同
然
に
各
景
を
細
部
ま
で
再
検
討
し
、
ク
オ
リ
テ
ィ

を
高
め
て
い
た
。
こ
の
公
演
の
三
月
三
十
日
夜
の
部
が
通
算
千
八
百

回
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
も
早
く
か
ら
そ
れ
が
疑
う
余
地

の
な
い
確
定
的
な
未
来
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
 8
。
盤
石
の
態
勢
で

単
独
主
演
一
位
の
記
録
を
塗
り
替
え
て
い
く
舞
台
の
節
目
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

公
演
を
前
に
、
堂
本
光
一
は
、
舞
台
に
か
け
る
思
い
を
こ
う
語
っ

て
い
る
。
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
立
場
や
需
要
／
受
容
を
十
二
分
に
意

識
し
た
う
え
で
、
堂
本
は
舞
台
人
と
し
て
在
ろ
う
と
す
る
。

帝
国
劇
場
な
ら
２
千
人
足
ら
ず
、
東
京
ド
ー
ム
な
ら
一
度
の
ラ

イ
ブ
で
５
万
５
千
人
。
若
い
世
代
に
は
、『
ド
ー
ム
の
ほ
う
が
い

い
』
と
思
っ
て
い
る
子
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
舞
台
に
は
、

ワ
ー
と
か
キ
ャ
ー
と
か
い
う
歓
声
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
で

も
、
そ
の
限
ら
れ
た
空
間
こ
そ
、
非
常
に
贅
沢
だ
と
思
い
ま
す

し
、
望
め
ば
立
て
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
（「
表
紙
の
人
」『A

E
R

A

』
二
〇
二
〇
年
二
月
十

日
号
）

と
こ
ろ
が
、
前
述
の
ご
と
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
と
政
府
の
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
の
方
針
に
鑑
み
、
二

月
二
十
六
日
以
降
、
断
続
的
に
公
演
中
止
の
判
断
が
下
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
東
宝
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
と
と
も
にInstagram

で

も
公
演
中
止
と
払
い
戻
し
対
応
に
か
ん
す
る
案
内
（
東
宝
演
劇
部
の

署
名
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
く
。

以
下
、Instagram

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
へ
の
投
稿
を
追
い
、
事

態
の
経
過
を
能
う
か
ぎ
り
詳
細
に
た
ど
っ
て
み
た
い
 9
。

公
演
に
か
ん
す
る
種
々
の
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ

れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
多
く
の
場
合
、
日
に
日
に
更

新
さ
れ
て
い
く
。
こ
と
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
公
演
の
中
止
や
延
期
に

か
か
わ
る
情
報
は
、
中
止
で
あ
れ
ば
内
容
が
残
る
こ
と
も
あ
る
が
、

延
期
の
場
合
は
公
演
日
程
が
上
書
き
さ
れ
た
り
、
中
止
に
な
っ
た
期

間
が
削
除
さ
れ
た
り
す
る
例
も
あ
り
、
後
か
ら
事
態
を
遡
及
す
る
こ

と
が
難
し
い
。
そ
の
点
で
『E

ndless SH
O

C
K

』
はInstagram

に

折
々
の
記
録
や
関
係
者
の
コ
メ
ン
ト
等
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
現
在
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で
も
開
設
時
か
ら
の
投
稿
を

―
つ
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
下
の
〈
い
ま
・

こ
こ
〉
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
。
今
日
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
が
一
次
資
料
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
の
機
能
を
果
た
す
こ

と
に
も
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。

さ
て
、Instagram
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
関
連
の
第
一
報
は
、
政
府

発
表
の
翌
日
。
も
と
も
と
休
演
日
だ
っ
た
二
月
二
十
七
日
付
の
投
稿

で
、
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
日
ま
で
の
中
止
と
払
い
戻
し
対
応
の
案

内
が
発
表
さ
れ
た
。
以
降
、
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
な

ど
と
と
も
に
、
公
演
中
止
の
報
告
が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
埋
め
て
い
く
。

三
月
三
日
に
は
、
前
夜
に
堂
本
光
一
の
呼
び
か
け
で
急
遽
演
者
が

帝
国
劇
場
の
舞
台
上
で
収
録
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
が
投
稿
さ
れ
る
。

公
演
中
止
後
、
初
め
て
の
外
出
と
い
う
堂
本
は
「
外
に
行
っ
た
ら
リ

ス
ク
が
あ
る
」
こ
と
へ
の
危
機
感
と
、
観
客
の
い
な
い
客
席
を
眼
前

に
し
た
寂
寥
感
を
口
に
し
て
い
る
。
公
演
を
中
断
す
る
う
え
で
何
か

で
き
な
い
か
検
討
し
た
が
、
観
客
の
立
場
か
ら
も
参
加
は
難
し
い
。

「
正
直
、
八
方
ふ
さ
が
り
な
ん
で
す
よ
、
今
」
と
心
情
を
吐
露
。
観
客

に
「
何
か
お
返
し
が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
数
日
間
を
過
ご
し

て
い
た
」
と
も
述
べ
る
。
こ
う
し
た
当
事
者
の
声
が
発
信
さ
れ
る
こ

と
は
、
劇
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
観
客
と
創
作
現
場

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
てInstagram

が
有
効
に
機
能

す
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
た
。

三
月
八
日
に
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
の
公
演
中
止
期
間
の
延
長
と
、

十
六
日
以
降
、
千
穐
楽
ま
で
の
公
演
に
つ
い
て
も
払
い
戻
し
を
希
望

の
観
客
に
は
対
応
す
る
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。

さ
ら
に
三
月
十
二
日
付
の
投
稿
で
は
十
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の

中
止
延
長
が
発
表
さ
れ
る
が
、
東
宝
演
劇
部
か
ら
「
帝
国
劇
場
に
お

き
ま
し
て
は
、
こ
の
休
館
中
に
消
毒
作
業
を
集
中
し
て
行
う
ほ
か
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
設
置
、
劇
場
内
の
換
気
の
強
化
等
の
準
備
を

整
え
、
い
ず
れ
の
公
演
に
つ
き
ま
し
て
も
３
月
20
日
（
金
・
祝
）
よ

り
公
演
を
再
開
す
る
予
定
で
す
」
と
の
案
内
が
出
た
。
じ
っ
さ
い
十

八
日
に
は
、
二
十
日
以
降
の
公
演
再
開
を
正
式
に
発
表
。
演
者
と
ス

タ
ッ
フ
が
通
し
稽
古
を
お
こ
な
っ
た
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
一
転
、
十
九
日
深
夜
に
開
か
れ
た
専
門
家
会
議
の
感
染
急

拡
大
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
発
表
を
受
け
て
、
二
十
日
十
八
時
の
公

演
を
急
遽
中
止
と
の
決
定
が
当
日
に
投
稿
さ
れ
る
（
こ
の
時
点
で
は

二
十
一
日
以
降
の
実
施
可
否
は
改
め
て
案
内
と
あ
る
）。

こ
の
日

―
二
十
日
の
投
稿
に
は
、
堂
本
光
一
自
身
の
署
名
で
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
長
く
な
る
が
、
公
演
中
止
の
決
断
に
い
た

る
堂
本
の
意
思
が
率
直
に
綴
ら
れ
て
い
る
た
め
、
全
文
を
引
用
し
て

お
き
た
い
。

急
遽
本
日
の
公
演
中
止
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
／
正
直
に
話
し
ま
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す
ね
／
今
回
の
中
止
は
自
分
の
意
向
が
強
い
で
す
／
主
催
側
も

な
ん
と
か
再
開
を
目
指
そ
う
と
安
全
策
を
考
え
て
下
さ
っ
て
お

り
ま
し
た
／
カ
ン
パ
ニ
ー
も
全
員
で
各
シ
ー
ン
を
リ
ハ
ー
サ
ル

し
て
備
え
て
き
ま
し
た
／
そ
し
て
昨
日
の
専
門
家
会
議
の
発
表

を
受
け
／
す
ぐ
に
主
催
側
と
自
分
も
含
め
あ
ら
た
め
て
話
し
合

い
ま
し
た
／
再
開
に
あ
た
り
他
の
劇
場
と
あ
る
程
度
の
歩
調
を

合
わ
せ
て
再
開
し
て
い
く
事
は
、
も
ち
ろ
ん
エ
ン
タ
テ
イ
ン
〔
マ
マ
〕メ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
も
必
要
で
大
事
な
事
と
思
い

ま
す
／
し
か
し
／
自
分
の
意
見
と
し
て
は
／SH
O

C
K

は
全
国

か
ら
多
く
の
お
客
様
が
集
ま
り
ま
す
（
専
門
家
会
議
で
も
引
き

続
き
避
け
る
よ
う
発
表
）
／
そ
し
て
キ
ャ
ス
ト
だ
け
で
も
50
人

／
作
品
の
特
性
と
し
て
終
始
息
を
切
ら
し
な
が
ら
地
面
も
這
い

つ
く
ば
り
／
演
者
同
士
近
距
離
で
発
声
し
続
け
ま
す
／
フ
ラ
イ

ン
グ
も
お
客
様
の
近
く
に
行
く
事
に
な
り
ま
す
／
あ
ま
り
世
の

中
の
状
況
が
改
善
さ
れ
た
と
言
え
な
い
中
で
毎
日
や
り
続
け
る

の
は
あ
ま
り
に
も
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
／
自
分
は

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
〔
マ
マ
〕ル

ス
を
決
し
て
甘
く
見
て
い
る
意
味
で
も
な
く
誤

解
の
な
い
よ
う
読
ん
で
欲
し
い
で
す
が
／
例
え
舞
台
で
自
分
が

感
染
し
た
と
し
て
も
そ
れ
は
仕
方
の
な
い
事
／
メ
ン
バ
ー
誰
か

が
感
染
し
て
自
分
が
も
ら
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
お
前
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
よ
か
っ
た
！
／
っ
て
思
え
る
ほ
ど
／
舞
台
を
愛
し
、

カ
ン
パ
ニ
ー
を
愛
し
て
い
ま
す
／
し
か
し
今
は
ま
ず
何
よ
り
も

第
一
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
／
こ
ん
な
戯
言
で
は
な

く
／
感
染
を
広
げ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
す
／
そ
し
て
愛

す
る
フ
ァ
ン
の
方
や
／
愛
す
る
共
演
者
に
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
て

舞
台
に
立
た
せ
る
事
は
今
の
状
況
で
自
分
に
は
で
き
ま
せ
ん
／

他
の
作
品
が
再
開
の
判
断
を
さ
れ
る
の
は
／
今
の
エ
ン
タ
テ
イ

メ
ン
ト
業
界
に
は
必
要
な
事
だ
と
思
い
ま
す
／
た
だSH

O
C

K

に
関
し
て
は
や
は
り
他
作
品
よ
り
も
お
客
様
に
も
演
者
に
も
リ

ス
ク
が
高
い
作
品
だ
と
自
分
は
思
っ
て
お
り
ま
す
／
主
催
側
も

再
開
に
向
け
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
準
備
を
し
て
下
さ
っ
た
事
／
そ
し

て
自
分
の
意
見
を
汲
ん
で
下
さ
っ
た
事
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す

／
再
開
発
表
か
ら
の
再
び
突
然
の
中
止
／
皆
様
に
は
一
人
一
人

の
大
事
な
時
間
や
予
定
、
そ
し
て
感
情
を
ぶ
ち
壊
し
に
し
て
し

ま
っ
て
い
る
事
／
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
／
何
が
で
き
る
か
、

ど
う
す
る
べ
き
か
今
も
な
お
協
議
は
続
い
て
お
り
ま
す
が
／
ど

う
か
皆
様
に
も
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
／
一
人
一
人
が

身
を
守
る
意
識
を
高
め
／
１
日
も
早
く
心
か
ら
エ
ン
タ
テ
イ
メ

ン
ト
を
楽
し
め
る
日
が
来
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
〔
一
行
ア
キ
〕

SH
O

C
K

の
持
つ
テ
ー
マ
／Show

 m
ust go on

の
真
髄
は
／

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
／
し
っ
か
り
足
元
を

見
つ
め
／
ま
た
走
り
出
す
た
め
に
今
な
に
を
や
る
べ
き
か
、、、
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／
ま
さ
に
今
こ
そ
／
そ
の
時
だ
と
自
分
は
思
っ
て
い
ま
す

東
宝
は
、
シ
ア
タ
ー
ク
リ
エ
と
日
生
劇
場
を
予
定
ど
お
り
二
十
日

に
再
開
し
て
お
り
、
帝
国
劇
場
の
中
止
は
『E

ndless SH
O

C
K

』
独

自
の
対
応
で
あ
っ
た
 10
。
堂
本
は
急
遽
決
ま
っ
た
中
止
の
判
断
に
自

ら
の
意
思
が
強
く
働
い
て
い
た
こ
と
を
明
言
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
の
提
言
を
ひ
と
つ
の
拠
所
と
し
な
が

ら
、
観
客
は
も
ち
ろ
ん
、
舞
台
上
の
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
感
染
リ
ス

ク
回
避
を
最
優
先
に
考
え
て
い
た
。
再
開
の
た
め
に
協
議
を
重
ね
る

な
か
で
、
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
担
保
で
き
な
い
点
も
含
め
、
主
催

者
側
も
堂
本
の
意
見
に
賛
同
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
同
日
の
う
ち
に
「
本
作
の
演
出
上
の
特
性
や
海
外
招
聘
キ
ャ

ス
ト
の
本
国
帰
還
要
請
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

現
状
も
鑑
み
て
、
今
般
の
状
況
下
で
は
、「E

ndless SH
O

C
K

」
の

目
指
す
本
来
の
表
現
が
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
３
月
21
日
（
土
）
～

３
月
31
日
（
火
）
の
全
公
演
に
つ
い
て
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
投
稿
さ
れ
る
。
幾
度
も
幾
度
も
小
刻
み
に
中
止
の
判
断
を

迫
ら
れ
る
懊
悩
は
計
り
知
れ
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
日
本
国
内
の
事

情
に
と
ど
ま
ら
な
い
世
界
的
な
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
っ
た
。
こ
の

日
、
堂
本
は
ふ
た
た
び
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

あ
ら
た
め
て
公
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
様
／
そ
し
て
ギ
リ

ギ
リ
の
発
表
で
混
乱
さ
せ
て
し
ま
っ
た
皆
様
／
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
／
そ
の
後
の
話
し
合
い
で
、
更
な
る
安
全
対
策
演
出
の

変
更
等
考
慮
い
た
し
ま
し
た
が
／U

SA

の
メ
ン
バ
ー
も
ア
メ
リ

カ
か
ら
帰
国
勧
告
が
出
た
事
も
あ
り
／SH

O
C

K

の
持
つ
本
来

の
演
出
、
作
品
の
良
さ
を
お
届
け
す
る
事
が
出
来
な
い
と
判
断

い
た
し
ま
し
た

二
十
二
日
に
は
、
全
公
演
中
止
の
決
定
を
、
堂
本
光
一
か
ら
演
者

と
ス
タ
ッ
フ
に
報
告
す
る
様
子
の
映
像
もInstagram

に
投
稿
さ
れ

て
い
る
。
東
宝
の
常
務
執
行
役
員
演
劇
担
当
の
池
田
篤
郎
は
、
の
ち

に
こ
う
ふ
り
返
っ
て
い
る
。

 

演
出
も
担
当
さ
れ
る
堂
本
光
一
さ
ん
と
お
話
し
し
て
、
俳
優

同
士
が
近
い
距
離
で
殺
陣
が
続
く
場
面
も
あ
る
の
で
、
こ
の
演

出
の
ま
ま
の
上
演
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で

す
。
光
一
さ
ん
は
、
ジ
ャ
ニ
ー
さ
ん
が
遺
さ
れ
た
作
品
に
決
し

て
傷
は
つ
け
ら
れ
な
い
、
と
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
と
お
り
で
す
か

ら
、
残
念
で
す
が
、
中
止
を
決
め
ま
し
た
。（「
奇
跡
の
一
か
月

を
創
る
」、
拙
編
『
ロ
ス
ト
・
イ
ン
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

―
失
わ

れ
た
演
劇
と
新
た
な
表
現
の
地
平
』
春
陽
堂
書
店
、
二
〇
二
一
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年
、
五
七
頁
）

ま
た
、
堂
本
の
盟
友
で
あ
る
井
上
芳
雄
が
『E

ndless SH
O

C
K

』

の
中
止
に
つ
い
て
、
堂
本
と
の
や
り
と
り
を
ふ
ま
え
な
が
ら
語
っ
た

言
葉
が
印
象
深
い
。

帝
劇
の
「SH

O
C

K
」
が
早
め
に
中
止
を
し
た
ん
で
す
よ
ね
。

〔
略
〕
で
、
光
一
く
ん
、
止
め
る
と
い
う
決
断
を
し
て
。
け
っ
こ

う
そ
れ
は
衝
撃
を
以
て
み
ん
な
に
迎
え
ら
れ
て
た
と
思
う
ん
で

す
よ
ね
。
で
も
そ
の
と
き
は
、
ま
だ
ご
は
ん
と
か
普
通
に
食
べ

ら
れ
て
た
か
ら
、
有
楽
町
の
焼
き
肉
屋
さ
ん
か
な
ん
か
で
、
光

一
く
ん
と
「
ど
う
い
う
感
じ
だ
っ
た
の
？　

大
変
だ
っ
た
ね
」

と
い
う
話
を
し
て
。
そ
の
と
き
に
彼
が
言
っ
て
、
印
象
的
だ
っ

た
の
が
「
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
っ
た
け
ど
、
と
に
か
く
ま
ず
安

全
や
健
康
を
守
る
と
い
う
こ
と
だ
し
、『
あ
そ
こ
の
カ
ン
パ
ニ
ー

は
早
く
に
止
め
ち
ゃ
っ
て
、
あ
い
つ
ら
馬
鹿
を
見
た
な
』
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
結
果
に
な
れ
ば
い
い
と
自
分
は
思
う
」
と
。
も

し
か
し
た
ら
、
早
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

―
そ
の
時
点
で

は
、
で
す
よ
。
け
れ
ど
も
、「『
あ
い
つ
ら
ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ
た

ね
』
っ
て
言
わ
れ
る
結
果
で
い
い
と
思
う
」
と
言
っ
て
。「
そ
う

な
れ
ば
い
い
よ
ね
」
み
た
い
に
言
っ
て
た
ら
、
残
念
な
が
ら
、

や
っ
ぱ
り
光
一
く
ん
の
判
断
が
正
し
か
っ
た
と
い
う
か
。
そ
う

い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
。
当
時
は
そ
れ
く
ら
い

バ
ラ
バ
ラ
と
い
う
か
、
み
ん
な
の
判
断
も
。
一
斉
に
止
め
て
く

れ
と
い
う
よ
う
な
お
願
い
が
出
る
と
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た

で
す
か
ら
ね
。 11

舞
台
に
立
つ
俳
優
の
率
直
な
声
で
あ
り
、
上
演
可
否
の
判
断
基
準

が
明
確
に
し
め
さ
れ
ず
、
各
主
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
時
期
の
現
場

の
混
乱
を
伝
え
る
貴
重
な
証
言
で
も
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
春
に
受
け

た
別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
井
上
芳
雄
は
『E

ndless SH
O

C
K

』
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「Show

 m
ust go on

」
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

の
世
界
の
基
盤
で
は
あ
る
も
の
の
、「
そ
れ
を
や
っ
た
ら
ほ
か
に
迷
惑

が
か
か
る
」
と
し
、
そ
の
定
義
を
変
え
る
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
い

け
な
い
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
 12
。
舞
台
に
立
つ
こ
と
、
公
演
を

お
こ
な
う
こ
と
、
そ
れ
じ
た
い
の
意
味
が
問
わ
れ
て
い
た
。

三
　Instagram

で
の
生
配
信
と
い
う
試
み

堂
本
光
一
は
、
観
客
へ
の
濃
や
か
な
配
慮
だ
け
で
な
く
、
折
に
ふ

れ
て
制
作
現
場
の
実
情
―
―
わ
け
て
も
舞
台
上
の
人
た
ち
が
直
面
せ

ざ
る
を
え
な
い
現
実
に
も
言
及
し
つ
づ
け
た
。
二
〇
二
〇
年
三
月
初
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旬
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
ん
な
発
言
を
し
て
い
る
。

 
僕
よ
り
大
変
な
の
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
み
ん
な
で
す
よ
。

シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
い
る
人
間
は
完
全
に
何
も
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
ん
で
す
。
幕
は
開
か
な
い
、
い
つ
公
演
が
再
開
す
る
か

分
か
ら
な
い
か
ら
ほ
か
の
仕
事
も
で
き
な
い
。
正
直
死
活
問
題

で
す
。
こ
の
実
情
は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
な
か
な
か
報
じ
て
も

ら
え
ず
、
我
々
も
前
向
き
な
こ
と
し
か
言
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
よ
う
な
風
潮
が
あ
る
。
僕
は
、
そ
れ
は
ど
う
か
と
思
う
ん

で
す
よ
。（
堂
本
光
一
「
20
年
間
、
み
ん
な
と
全
て
を
共
有
し
て

き
た
こ
と
が
心
の
支
え　

厳
し
い
状
況
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
」

『act guide

』
二
〇
二
〇
年
三
月
）

さ
ら
に
「
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
が
発
生
す
る
の
は
幕
が
開
け
て
か
ら
、

本
番
１
公
演
１
公
演
。
そ
う
い
う
現
実
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
は

言
っ
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
。〔
略
〕
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の

世
界
の
脆
さ
が
今
回
の
こ
と
で
露
呈
し
た
気
が
し
ま
す
ね
」（
同
前
）

と
つ
づ
け
、
自
身
が
「
ア
イ
ド
ル
」
と
い
う
特
殊
な
立
場
に
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
た
う
え
で
、
日
本
の
舞
台
芸
術
に
お
け
る
経
済
的
な
問

題
や
有
事
の
補
償
措
置
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
も
ふ
れ
る
。
公
演

中
止
の
判
断
を
堂
本
が
下
し
て
き
た
の
は
、
そ
う
し
た
現
実
を
認
識

し
て
な
お
、
つ
ね
に
舞
台
の
上
に
立
つ
共
演
者
の
安
全
確
保
の
た
め

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
言
葉
の

端
々
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

『E
ndless SH

O
C

K

』
の
全
公
演
中
止
が
決
ま
っ
た
あ
と
、
三
月

二
十
一
日
に
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
の
「
Ｆ
Ｎ
Ｓ
歌
謡
祭
」
に
『E

ndless 

SH
O

C
K

』
の
カ
ン
パ
ニ
ー
が
予
定
ど
お
り
出
演
。
そ
し
て
、
す
で
に

次
を
見
据
え
て
い
た
堂
本
光
一
は
、
二
十
日
付
のInstagram

へ
の

投
稿
で
「
悲
し
い
報
告
ば
か
り
で
す
が
／
22
日
18
時
よ
り
／
イ
ン
ス

タ
ラ
イ
ブ
を
や
ら
せ
て
頂
き
ま
す
／
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
キ
ャ
ス
ト
で

お
送
り
し
ま
す
（U

SA

は
来
れ
ま
せ
ん;;

）
／
お
そ
ら
く
イ
ン
ス
タ

で
こ
ん
な
事
や
っ
た
人
い
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
よ
う
な
事
／
や
っ

ち
ま
い
ま
す
」
と
、
新
た
な
試
み
を
予
告
し
て
い
る
。
災
厄
の
渦
中

に
お
い
て
、
シ
ョ
ウ
を
い
か
に
つ
づ
け
う
る
か
。
そ
の
ひ
と
つ
の
手

段
と
し
て
、
堂
本
はInstagram

を
積
極
的
に
活
用
し
た
発
信
と
観

客
と
演
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
ひ
ら
い
て
い
く
。

舞
台
を
開
け
る
こ
と
、
劇
場
に
観
客
を
集
め
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

た
舞
台
芸
術
界
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
下
に
お
け
る
新
手
と
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
の
動
画
配
信
が
一
気
に
加
速
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

も
、
た
と
え
ば
、
中
村
獅
童
と
初
音
ミ
ク
が
共
演
す
る
超
歌
舞
伎
や

２
・
５
次
元
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
、
配
信
を
活
用
し
た
公
演
は
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
が
、
十
代
目
松
本
幸
四
郎
が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
用
ツ
ー
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ル
のZoom

を
用
い
た
「
図
夢
歌
舞
伎
」
を
実
験
的
に
制
作
す
る
な

ど
 13
、
業
界
全
体
で
そ
れ
が
常
態
化
し
て
い
く
。

「
配
信
元
年
」
と
呼
ば
れ
た
二
〇
二
〇
年
。
そ
う
し
た
動
き
を
先
取

り
す
る
よ
う
に
、
堂
本
光
一
は
三
月
二
十
二
日
と
い
う
き
わ
め
て
早

い
段
階
で
『E

ndless SH
O

C
K

』
のInstagram

に
よ
る
ラ
イ
ブ
配

信
を
発
案
し
、
実
行
に
移
し
た
。
無
観
客
の
帝
国
劇
場
か
ら
二
時
間

以
上
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
台
の
ラ
イ
ブ
中
継
で
、
劇
世
界
を
可
能

な
か
ぎ
り
再
現
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
時
に
堂
本
が
自
ら
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
手
に
撮
影
し
た
映
像

―
フ
ラ
イ
ン
グ
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
片
手
に
披
露
し
て
い
る

―
は
、
緊
急
避
難
的
な
試
み
で

は
あ
っ
た
が
、
画
質
の
粗
さ
が
ラ
イ
ブ
感
覚
と
事
態
の
切
迫
感
を
強

調
し
、
何
よ
り
も
、
堂
本
自
身
の
ほ
か
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
世

界

―
堂
本
の
視
界
を
観
客
（
視
聴
者
）
が
共
有
す
る
体
験
だ
っ
た
。

稽
古
風
景
や
出
演
者
同
士
の
何
げ
な
い
や
り
と
り
な
ど
も
挿
入
し
、

通
常
の
観
劇
体
験
と
異
な
る
か
た
ち
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
提
供
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
二
〇
二
一
年
と
翌
年
に
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
生
配
信
（
見
逃
し
配
信
あ
り
）
を
お
こ
な
う
こ
と
に
鑑
み
れ

ば
、
六
万
人
以
上
が
視
聴
し
たInstagram

で
の
ラ
イ
ブ
配
信
は
 14
、

事
態
の
初
期
段
階
の
同
時
代
性
を
色
濃
く
反
映
す
る
も
の
だ
っ
た
。

帝
国
劇
場
史
上
初
の
舞
台
の
生
配
信
で
あ
り
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所

と
し
て
も
前
代
未
聞
の
実
践
で
あ
っ
た
。

あ
れ
は
全
部
、
光
一
さ
ん
の
企
画
で
す
。
帝
国
劇
場
で
の
公
演

は
三
月
末
ま
で
押
さ
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、
ご
自
身
も
無
念
の

中
断
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
光
一
さ
ん
が
「
配
信
し
た
い
」
と
。

光
一
さ
ん
が
自
ら
動
か
れ
て
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
光
一
さ
ん

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
撮
影
し
た
映
像
で
す
か
ら
、
私

も
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
し
た
ね
。
そ
れ
を
通
し
て
、
我
々

は
俳
優
さ
ん
た
ち
が
コ
ロ
ナ
の
中
で
考
え
て
い
る
リ
ア
ル
な
声

を
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
お
客
様
も
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
池
田
篤
郎
「
奇
跡
の
一

か
月
を
創
る
」
前
出
、
五
九
頁
）

配
信
中
、
堂
本
光
一
は
、
画
面
越
し
の
観
客
（
視
聴
者
）
に
語
り

か
け
る
。

お
客
さ
ん
が
い
な
い
っ
て
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
寂
し
い
で
す
よ
。

や
っ
ぱ
り
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
も
ど
お
り
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
て

も
、
ち
ょ
っ
と
本
領
発
揮
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
か
な
っ
て
気

が
し
て
ま
す
ね
。
お
客
さ
ん
が
入
る
、
入
ら
な
い
で
、
音
の
聞

こ
え
方
っ
て
い
う
の
も
変
わ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
「
あ
あ
、

お
客
さ
ん
入
っ
て
た
ら
こ
う
い
う
ふ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
る

だ
ろ
う
な
」
っ
て
い
う
の
も
、
ち
ょ
っ
と
あ
り
つ
つ
ね
。
そ
れ



69

に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に
稽
古
を
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
や
っ

ぱ
り
、
お
客
さ
ん
が
入
っ
て
こ
そ
舞
台
っ
て
い
う
も
の
は
完
成

す
る
も
の
だ
な
と
い
う
ふ
う
に
、
つ
く
づ
く
痛
感
し
て
い
ま
す
。 15

観
客
の
い
な
い
客
席
。
無
観
客
で
の
上
演
（
収
録
）
や
配
信
を
経

験
し
た
舞
台
関
係
者
は
一
様
に
お
な
じ
感
覚
を
も
っ
た
だ
ろ
う
。
二

〇
二
〇
年
三
月
二
十
二
日
と
い
う
、
外
圧
と
し
て
よ
り
積
極
的
に
無

観
客
上
演
や
収
容
人
数
制
限
が
強
い
ら
れ
て
い
く
少
し
前
の
時
間
に
、

堂
本
光
一
が
み
た
光
景
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
下
に
お
け
る
配
信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
表
現
（
と
そ
の

賛
否
）
を
め
ぐ
っ
て
は
、
演
者
と
観
者
が
時
間
と
空
間
を
共
有
す
る

こ
と
で
成
り
立
つ
舞
台
芸
術
の
本
質
に
か
か
わ
る
議
論
が
活
発
化
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
同
期
型
の
生

配
信
で
あ
れ
ば
、
空
間
の
共
有
と
双
方
向
性
は
確
保
で
き
ず
と
も
、
時

間
の
共
有
は
可
能
に
な
る
。
一
方
、
非
同
期
型
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方

式
で
は
実
現
で
き
な
い
。
舞
台
芸
術
界
は
、
徐
々
に
同
期
型
／
非
同

期
型
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
験
し
て
い
く
が
、
三
月
二

十
二
日
の
時
点
で
堂
本
光
一
がInstagram

の
ラ
イ
ブ
配
信
を
試
み
、

そ
の
う
え
で
演
劇
が
対
面
に
よ
る
ラ
イ
ブ
に
本
質
が
あ
る
と
身
を
も
っ

て
実
感
し
た
こ
と
は
、
以
降
、
堂
本
が
対
面
で
の
公
演
を
い
か
に
実

現
し
う
る
か
を
模
索
す
る
方
向
に
接
続
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

四
　『Endless SH

O
C

K-Eternal-

』
と
い
う
変
奏

す
で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
、
二
〇
二
〇
年
秋
の
大
阪
公
演
（
梅
田

芸
術
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
、
九
月
十
五
日
～
十
月
十
二
日
）
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
堂
本
光
一
は
、
カ
ン
パ
ニ
ー
の
面
々
に
公
演
実
施
の
可
否

も
含
め
て
意
見
を
仰
い
だ
と
い
う
 16
。
そ
こ
か
ら
う
ま
れ
た
の
が
、
舞

台
上
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
念
頭
に
お
い
て
、
感
染
症
対

策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
厳
守
し
た
、
新
た
な
構
成
・
演
出
に
よ
る

『E
ndless SH

O
C

K
 -E

ternal-

』（
堂
本
光
一
作
・
構
成
・
演
出
・
主

演
）
で
あ
る
。

本
編
か
ら
三
年
後
の
世
界
を
描
い
た
ス
ピ
ン
オ
フ
版
。
コ
ウ
イ
チ

が
い
な
い

0

0

0

世
界
で
、
の
こ
さ
れ
た
人
び
と
が
コ
ウ
イ
チ
と
の
思
い
出

を
回
想
す
る
形
式
で
あ
る
。
コ
ウ
イ
チ
の
不
在
と
い
う
現
実
が
、
各

登
場
人
物
の
心
情
を
本
編
以
上
に
掘
り
下
げ
る
効
果
を
う
む
。
三
年

前
と
劇
の
現
在
時
間
が
交
錯
す
る
な
か
で
、
存
在
し
な
い
コ
ウ
イ
チ

が
人
び
と
の
記
憶
に
幻
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
観
客
の
前
に
も
彼
が
実

体
化
す
る
。
コ
ウ
イ
チ
の
不
在
が
む
し
ろ
そ
の
存
在
を
強
調
す
る
趣

向
で
あ
っ
た
。

演
出
面
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
、
客
席
上
空
を
舞
う
フ

ラ
イ
ン
グ
を
無
人
の
舞
台
上
に
空
間
を
制
限
す
る
形
態
に
変
え
て
多

様
な
フ
ラ
イ
ン
グ
を
見
せ
た
。
俳
優
の
飛
沫
を
考
慮
し
て
映
像
を
多
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用
し
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
場
面
を
増
や
し
た
。
演
者
が
至
近
距
離
で
激

し
く
斬
り
あ
う
殺
陣
は
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
映
像
を
使
用
す
る

こ
と
で
処
理
し
た
。「
リ
ア
ル
な
出
来
事
で
は
な
く
誰
か
の
記
憶
の
中

と
い
う
表
現
な
の
で
、
映
像
を
使
っ
て
リ
ス
ク
を
回
避
し
ま
し
た
。

た
だ
一
対
一
で
の
殺
陣
は
、
い
つ
も
通
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
表
現
し
て

い
ま
す
」（
上
野
紀
子
「「
３
年
後
」
か
ら
見
え
た
世
界
」『A

E
R

A

』

二
〇
二
〇
年
十
月
十
二
日
）
と
、
堂
本
は
い
う
。
ま
た
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
舞
台
奥
の
段
上
へ
移
動
し
、
舞
台
装
置
も
簡
略
化
。
劇
場
ロ

ビ
ー
の
混
雑
緩
和
の
た
め
に
上
演
時
間
は
休
憩
な
し
の
二
時
間
と
す

る
な
ど
、
種
々
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。

堂
本
光
一
は
『E

ndless SH
O

C
K

』
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「Show

 

m
ust go on

」
に
つ
い
て
、
た
だ
幕
を
開
け
つ
づ
け
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
は
な
い
、
と
す
る
。「
今
大
事
な
の
は
、
ど
ん
な
に
小
さ
い
こ

と
で
も
何
か
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
幕
を
閉
め
る
こ
と
。
そ

う
し
な
け
れ
ば
、
ま
た
幕
を
開
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
シ
ョ
ー
・
マ
ス
ト
・
ゴ
ー
・
オ
ン

だ
と
、
僕
は
今
、
認
識
し
て
い
ま
す
」（「「
３
年
後
」
か
ら
見
え
た
世

界
」
前
出
）
と
新
た
な
解
釈
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
掲
し
た

井
上
芳
雄
の
言
葉
と
も
符
合
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
下
に
お

け
る
堂
本
の
現
場
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
は
興
行
者
側
も
瞠
目
し

て
い
る
。

 

実
に
見
事
な
ま
と
め
方
な
ん
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
開

拓
し
て
、
み
ん
な
の
意
見
を
ち
ゃ
ん
と
吸
い
上
げ
な
が
ら
、
収

斂
さ
せ
て
い
く
。『E

ndless SH
O

C
K

』
の
ス
ピ
ン
オ
フ
版
で

あ
る
『E

ndless SH
O

C
K

 -E
ternal-

』
も
、
九
月
の
大
阪
公
演

の
た
め
に
光
一
さ
ん
が
短
期
間
で
創
り
上
げ
ま
し
た
。
本
編
は

で
き
な
い
け
れ
ど
、
舞
台
上
の
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
、
コ

ロ
ナ
仕
様
の
演
出
を
創
れ
な
い
か
と
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

ジ
ャ
ニ
ー
さ
ん
が
め
ざ
し
た
こ
と
の
「
先
」
が
、
こ
う
や
っ
て

見
え
て
い
く
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。（
池
田
篤
郎
「
奇
跡
の
一

か
月
を
創
る
」
前
出
、
五
九
頁
）

大
阪
公
演
は
無
事
に
乗
り
越
え
た
も
の
の
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

感
染
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
大
晦
日
に
は
東
京
都
の
新
規

感
染
者
数
が
過
去
最
多
の
千
三
百
三
十
七
人
を
数
え
、
二
〇
二
一
年

一
月
七
日
に
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
（
八
日
～
二

月
七
日
）。
一
月
十
五
日
に
投
稿
さ
れ
たInstagram

に
は
、
東
宝
と

帝
国
劇
場
が
連
名
で
「
上
演
に
関
す
る
ご
案
内
」（
十
四
日
付
）
を
載

せ
て
い
る
。

こ
の
度
、
１
月
７
日
に
政
府
よ
り
発
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

を
受
け
、
主
催
で
あ
る
私
ど
も
東
宝
株
式
会
社
で
は
帝
国
劇
場
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「E
ndless SH

O
C

K
 -E

ternal-

」
を
上
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。
／
発
出
日
付
で
政
府
か
ら
各
都
道
府
県
に

通
知
さ
れ
た
事
務
連
絡
で
は
、「
１
月
11
日
ま
で
に
販
売
開
始
さ

れ
た
催
物
の
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
開
催
制
限
を
適
用
せ
ず
、

そ
の
チ
ケ
ッ
ト
は
キ
ャ
ン
セ
ル
不
要
と
扱
う
」
と
さ
れ
て
お
り
、

す
で
に
チ
ケ
ッ
ト
を
一
部
販
売
済
み
の
本
公
演
に
つ
き
ま
し
て

も
、
こ
の
事
務
連
絡
に
記
載
さ
れ
て
い
る
感
染
予
防
の
た
め
の

留
意
事
項
を
遵
守
の
上
、
上
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
時
点
で
三
月
公
演
の
詳
細
は
未
定
。
二
月
公
演
に
つ
い
て
は

新
規
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
せ
ず
、
予
定
し
て
い
た
一
般
前
売
は
中
止

と
な
っ
た
。
く
わ
え
て
、
最
前
列
と
二
列
目
を
あ
け
る
客
席
の
調
整

や
夜
公
演
の
開
演
時
間
を
十
八
時
か
ら
十
七
時
半
に
三
十
分
繰
り
上

げ
る
な
ど
、
東
京
都
が
定
め
た
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
来
る
べ
き
公

演
に
備
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
の
渦
中
に
、
堂
本
光
一
は
、
自
ら
監
督
を
務
め
た

映
画
版
『E

ndless SH
O

C
K

』
の
編
集
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
 17
。

二
〇
二
〇
年
の
帝
国
劇
場
公
演
中
止
後
、
無
観
客
で
撮
影
し
た
本
編

の
『E

ndless SH
O

C
K

』
を
映
画
館
で
上
映
す
る
試
み
で
、
二
月
一

日
か
ら
二
週
間
限
定
で
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
が
決
ま
っ
て
い
た
。
十

六
台
の
ム
ー
ビ
ー
カ
メ
ラ
と
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
て
客
席
や
舞
台
上
空

か
ら
撮
影
し
た
映
像
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
六
日
を
も
っ
て
封

じ
ら
れ
て
き
た
本
編
の
精
細
な
記
録
で
あ
り
、
無
観
客
の
客
席
だ
か

ら
こ
そ
可
能
な
ア
ン
グ
ル
や
シ
ー
ン
も
多
く
、Instagram

で
の
配

信
と
異
な
る
か
た
ち
で
、
通
常
の
舞
台
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
世
界
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
本
来
の
舞

台
で
あ
れ
ば
客
席
か
ら
の
拍
手
な
ど
に
よ
る
応
答
が
間
を
つ
な
い
だ

で
あ
ろ
う
無
音
の
時
間
を
無
音
の
ま
ま
の
こ
し
て
お
り
、
無
観
客
と

い
う
コ
ロ
ナ
禍
下
の
実
態
を
直
截
に
つ
た
え
る
編
集
に
な
っ
て
い
た

こ
と
も
忘
れ
が
た
い
。

こ
の
映
画
と
同
時
期
に
『E

ndless SH
O

C
K

 -E
ternal-

』（
帝
国

劇
場
、
二
月
四
日
～
三
月
三
十
一
日
）
が
上
演
さ
れ
、
二
つ
の

『E
ndless SH

O
C

K

』
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
趣
向
だ
っ
た
。

二
月
二
日
に
発
表
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
の
期
限
延
長
（
三
月
七

日
ま
で
）
を
受
け
て
、
二
月
八
日
付
のInstagram

に
は
、
三
月
公

演
に
つ
い
て
も
新
た
な
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
お
こ
な
わ
ず
、
一
般
前
売

の
中
止
、
客
席
の
調
整
と
夜
公
演
の
開
演
時
間
繰
り
上
げ
と
い
っ
た

措
置
が
発
表
さ
れ
た
。

そ
ん
な
中
、
二
月
十
三
日
の
公
演
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
前
年
に
達

成
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
通
算
千
八
百
回
を
迎
え
る
。
三
月
二
十

八
日
に
は
、
十
七
時
三
十
分
開
演
の
回
の
生
配
信
を
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
ネ
ッ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
い
る
（
見
逃
し
配
信
あ
り
）。
公
演
映
像
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の
発
信
に
つ
い
て
も
、
堂
本
は
非
同
期
型
と
同
期
型
の
双
方
を
状
況

に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
が
長
期
化
（
三
月
八
日
、
当
時
の
菅
義
偉

首
相
が
、
首
都
圏
の
一
都
三
県
に
お
い
て
二
週
間
の
延
長
を
発
表
。

二
十
二
日
に
解
除
）
す
る
な
か
で
、『E

ndless SH
O

C
K

 -E
ternal-

』

は
完
走
が
叶
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
四
月
二
十
五
日
に
三
度
目

（
六
月
二
十
一
日
に
沖
縄
県
を
除
い
て
解
除
）、
七
月
十
二
日
に
は
四

度
目
（
沖
縄
県
は
期
間
延
長
。
十
月
一
日
に
全
国
で
解
除
）
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
期
間
延
長
が
く
り
返
さ
れ
る
た
び
に
舞
台

芸
術
界
は
翻
弄
さ
れ
つ
づ
け
た
。

そ
し
て
、
二
〇
二
二
年
の
『E

ndless SH
O

C
K

 -E
ternal-

』
公

演

―
帝
国
劇
場
（
四
月
十
日
～
五
月
三
十
一
日
）
と
博
多
座
（
九

月
五
日
～
十
月
二
日
）
で
は
、
ラ
イ
バ
ル
役
が
上
田
竜
也
か
ら
佐
藤

勝
利
（
帝
国
劇
場
）
と
北
山
宏
光
（
博
多
座
）
に
、
博
多
座
公
演
の

オ
ー
ナ
ー
役
が
島
田
歌
穂
に
な
る
（
帝
国
劇
場
で
は
従
来
同
様
に
前

田
美
波
里
が
出
演
）
な
ど
、
新
キ
ャ
ス
ト
で
の
布
陣
が
決
ま
っ
た
。

二
月
十
八
日
付
で
投
稿
さ
れ
たInstagram

に
よ
れ
ば
、
堂
本
光

一
が
『E

ndless SH
O

C
K

 -E
ternal-

』
の
上
演
を
決
め
た
の
は
、
製

作
発
表
会
見
（
二
月
十
八
日
）
の
二
日
前
だ
っ
た
と
い
う
。
急
遽
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
追
記
さ
れ
た
文
章
を
引
い
て
お
く
。

２
０
２
２
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
六
波
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
人
々

が
コ
ロ
ナ
以
前
の
生
活
を
取
り
戻
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
／
そ
し
て
、『E

ndless SH
O

C
K

』
も
、
コ
ロ
ナ
以
前
の

完
全
な
状
態
で
、
お
客
様
の
前
で
上
演
す
る
こ
と
は
依
然
困
難

と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。／
２
０
２
０
年
以
降
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
を
求
め
ら
れ
る
時
代
に
対
応
し
た
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
を

発
信
し
続
け
て
き
た
、
作
・
構
成
・
演
出
・
主
演
の
堂
本
光
一

は
、
こ
の
会
見
の
直
前
ま
で
『E

ndless SH
O

C
K

』（
本
編
）
上

演
の
可
能
性
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
が
、
お
客
様
の
『E

ndless 

SH
O

C
K

』
へ
の
期
待
を
少
し
で
も
損
な
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

出
来
な
い
と
の
思
い
か
ら
、『E

ndless SH
O

C
K

』（
本
編
）
の

２
年
ぶ
り
の
有
観
客
上
演
は
断
念
し
、
２
０
２
２
年
の
こ
の
時

代
に
、
最
大
限
可
能
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
新
た
に
盛
り
込
ん

だ
新
演
出
『-E

ternal-

』
の
上
演
と
、
新
キ
ャ
ス
ト
と
共
に
無

観
客
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
『E

ndless SH
O

C
K

』（
本
編
）

の
映
像
配
信
を
決
断
し
ま
し
た

こ
う
し
て
、
二
〇
二
二
年
の
『E

ndless SH
O

C
K

』
は
、
本
編
の

無
観
客
収
録
に
よ
る
映
像
配
信
と
、
帝
国
劇
場
お
よ
び
博
多
座
で
の

『E
ndless SH

O
C

K
 -E

ternal-

』
公
演
と
い
う
二
本
立
て
に
な
っ
た
。

本
編
映
像
と
『E

ndless SH
O

C
K

 -E
ternal-

』
の
組
み
合
わ
せ
は
二
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〇
二
一
年
二
月
と
同
じ
だ
が
、
二
〇
二
二
年
に
は
、
限
ら
れ
た
時
間

の
な
か
で
本
編
の
撮
影
と
『E

ndless SH
O

C
K

 -E
ternal-

』
公
演
の

稽
古
を
同
時
並
行
し
て
進
め
る
と
い
う
困
難
が
あ
っ
た
。
ラ
イ
バ
ル

役
の
佐
藤
勝
利
と
北
山
宏
光
に
は
新
曲
も
用
意
さ
れ
る
な
ど
、

『E
ndless SH

O
C

K
 -E

ternal-

』
じ
た
い
が
深
化
し
て
い
く
。

舞
台
の
変
化
と
し
て
、
前
年
ま
で
の
感
染
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
舞
台
袖
に
「
演
者
の
人
数
分
の
着
替
え
部
屋
を
作
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
内
容
が
あ
」
っ
た
た
め
に
「
袖
が
全
部
キ
ャ
ス

ト
の
個
室
で
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
全
く
セ
ッ
ト
が
入
れ
ら
れ
」
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
舞
台
装
置
は
簡
略
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、

二
〇
二
二
年
に
条
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
舞
台
袖
に
装
置
を
入

れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
映
像
で
対
応
し
て
い
た
殺
陣
を
じ
っ
さ

い
に
お
こ
な
う
な
ど
、
シ
ョ
ウ
の
部
分
は
「
ほ
ぼ
本
編
と
同
じ
形
」

に
な
っ
た
（
堂
本
光
一
「
今
こ
そ
、
お
客
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
こ
と
を
」
二
〇
二
二
年
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
）。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

も
、
舞
台
奥
正
面
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト
に
移
っ
て
い
る
。

四
月
十
日
の
帝
国
劇
場
初
日
に
先
駆
け
て
、
四
月
五
日
に
帝
国
劇

場
で
収
録
し
た
『E

ndless SH
O

C
K

』
本
編
映
像
を
四
月
九
日
に

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
（
見
逃
し
配
信
あ
り
）。
堂

本
光
一
は
「
本
編
の
配
信
は
、
今
回
上
演
す
る
『E

ndless SH
O

C
K

 

-E
ternal-

』
の
演
出
の
一
環
と
い
う
捉
え
方
」（「
今
こ
そ
、
お
客
さ

ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
」
前
出
）
と
述
べ
る
。『E

ndless 

SH
O

C
K

 -E
ternal-

』
で
は
、
前
年
同
様
、
映
像
が
駆
使
さ
れ
て
い
る

が
、
配
信
用
に
新
規
収
録
さ
れ
た
本
編
映
像
と
実
際
の
舞
台
を
融
合

さ
せ
る
こ
と
で
、
即
時
性
に
富
ん
だ
新
た
な
表
現
世
界
を
創
出
し
た

と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
明
ら
か
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
公
演
中
止
の

フ
ェ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
の
初
期
段
階
は
、
緊
急
事

態
宣
言
等
の
外
圧
に
よ
る
一
斉
中
止
で
あ
っ
た
が
、
同
年
秋
頃
か
ら
、

公
演
関
係
者
に
陽
性
反
応
が
確
認
さ
れ
、
一
部
日
程
を
中
止
し
、
一
定

期
間
を
お
い
て
再
開
、
と
い
う
動
き
が
増
え
は
じ
め
た
。
こ
の
場
合
、

た
だ
ち
に
全
公
演
中
止
と
な
る
場
合
は
少
な
い
が
、
断
続
的
に
中
止
の

判
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
演
者
は
抗
原
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

く
り
返
し
受
け
な
が
ら
舞
台
に
立
つ
わ
け
で
、
前
田
美
波
里
は
そ
う
し

た
日
々
を
「
命
懸
け
」（「E

ndless SH
O

C
K

 -E
ternal-

」『act guide

』

二
〇
二
二
年
四
月
）
と
表
現
す
る
。

大
過
な
く
初
日
を
開
け
た
『E

ndless SH
O

C
K

 -E
ternal-

』
も
、

し
か
し
「
公
演
関
係
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
反

応
が
確
認
さ
れ
た
」（
五
月
十
八
日
付
のInstagram

）
た
め
、
五
月

十
八
日
夜
と
十
九
日
昼
夜
の
三
公
演
が
中
止
と
な
っ
た
。
か
よ
う
に

公
演
当
日
に
判
明
し
、
急
遽
中
止
が
決
ま
る
例
が
増
え
て
い
く
。
さ

ら
に
二
十
日
の
投
稿
で
は
、
新
た
に
複
数
の
関
係
者
に
陽
性
反
応
が
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確
認
さ
れ
、
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
公
演
中
止
を
発
表
。

二
十
五
日
以
降
の
公
演
に
つ
い
て
は
二
十
三
日
十
八
時
ま
で
に
案
内

す
る
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
日
々
感
染
状
況
と
対
峙
し
な
が
ら
、
公

演
実
施
の
可
否
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
え
な
い
現
場
の
苦
境
が
看
取
で

き
る
。
二
十
三
日
に
は
、
そ
の
他
の
関
係
者
に
つ
い
て
「
健
康
状
態

の
経
過
観
察
期
間
を
経
て
、
こ
の
度
、
医
学
専
門
家
の
監
修
の
も
と
、

公
演
再
開
が
可
能
と
判
断
」
さ
れ
た
こ
と
で
、
二
十
五
日
以
降
の
公

演
を
予
定
ど
お
り
上
演
す
る
と
発
表
さ
れ
た
。

そ
し
て
五
月
三
十
一
日
昼
の
部
、
帝
国
劇
場
公
演
の
最
終
日
（
夜

の
部
を
の
こ
し
て
）
に
、
堂
本
光
一
は
単
独
主
演
千
九
百
回
の
節
目

を
迎
え
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
二
十
三
日
昼
の
部
で
あ
っ
た
が
、
計

七
公
演
の
中
止
に
と
も
な
っ
て
こ
の
回
で
の
記
録
達
成
と
な
っ
た
。

森
光
子
が
一
九
二
〇
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
『
放
浪
記
』
で
達

成
し
た
演
劇
に
お
け
る
同
一
演
目
に
よ
る
単
独
主
演
記
録
二
千
十
七

回
に
迫
っ
た
（
堂
本
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
記
録
を
更
新
中
）。
森
光
子

が
九
十
二
年
か
け
て
達
成
し
た
記
録
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば

―

む
ろ
ん
時
代
や
諸
条
件
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ

―
初
演
か
ら
二
十

数
年
で
、
遠
か
ら
ず
そ
こ
に
到
達
す
る
こ
の
公
演
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
さ
ら
に
進
化
を
遂
げ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

五
　
結
び
に
か
え
て
―
二
〇
二
二
年
と
以
降
の
時
間

六
月
六
日
付
のInstagram

で
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
解

除
か
ら
二
か
月
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
や
、
福
岡
県
内
の
感
染
状
況

が
落
ち
着
い
た
状
況
に
鑑
み
、
博
多
座
公
演
を
『E

ndless SH
O

C
K

』

本
編
の
上
演
に
変
更
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
舞
台
芸
術
界
に
与
え
る
影
響
は
と
ど
ま
る

こ
と
を
知
ら
な
い
。

二
〇
二
一
年
三
月
に
帝
国
劇
場
で
世
界
初
演
さ
れ
た
『
千
と
千
尋

の
神
隠
し
』（
宮
崎
駿
原
作
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ア
ー
ド
翻
案
・
演
出
）
の

御
園
座
公
演
（
六
月
二
十
二
日
～
七
月
四
日
）
に
お
い
て
、
六
月
二

十
五
日
十
二
時
の
回
が
開
場
後
に
中
止
を
発
表
と
い
う
事
態
も
起
き

た
（
結
果
的
に
千
穐
楽
ま
で
中
止
）。
そ
れ
ま
で
に
も
開
場
間
際
に
中

止
が
決
ま
る
と
い
っ
た
事
態
は
あ
っ
た
が
、
観
客
が
客
席
に
座
っ
て

開
演
を
待
つ
そ
の
最
中
に
突
如
中
止
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
の
は

異
例
で
あ
っ
た
。
公
演
の
中
止
と
い
う
出
来
事
は
、
さ
ま
ざ
ま
に

フ
ェ
ー
ズ
を
変
え
な
が
ら
、
興
行
を
脅
か
し
つ
づ
け
て
い
る
。

七
月
二
十
二
日
に
は
、
東
京
都
の
一
日
当
た
り
の
新
規
感
染
者
数

が
三
万
四
千
九
百
九
十
五
人
、
全
国
で
は
十
九
万
人
を
こ
え
た
。
い

ず
れ
も
過
去
最
多
で
あ
る
。
感
染
の
「
第
七
波
」
に
よ
っ
て
、
全
国

の
劇
場
で
公
演
が
中
止
さ
れ
、
舞
台
芸
術
の
時
間
が
失
わ
れ
て
い
く
。
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徹
底
し
た
感
染
対
策
を
と
り
つ
づ
け
て
き
た
歌
舞
伎
座
も
、
七
月

十
八
日
に
第
一
部
、
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
三
部
制
が
全
公
演

中
止
。
二
十
二
日
に
は
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
四
十
八
人
の
陽
性
が
確
認

さ
れ
、
松
竹
は
翌
日
以
降
の
全
公
演
中
止
を
発
表
し
た
。
二
十
六
日

に
は
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い
の
子
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
赤
坂
Ａ
Ｃ
Ｔ
シ

ア
タ
ー
）
の
十
二
時
十
五
分
開
演
回
が
開
場
後
に
、
宝
塚
歌
劇
団
雪

組
公
演
『
心
中
・
恋
の
大
和
路
』（
シ
ア
タ
ー
・
ド
ラ
マ
シ
テ
ィ
）
も

当
日
に
中
止
を
発
表
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
劇
場
で
の
公
演
（
の

一
部
）
で
あ
り
、
中
小
規
模
の
劇
場
が
蒙
る
被
害
も
甚
大
で
あ
り
、

調
査
と
記
録
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
下
の
舞
台
芸
術
を
最
初
期
か
ら
支
援
し
つ
づ
け
て
い
る

弁
護
士
の
福
井
健
策
は
自
身
のT

w
itter

（@
fukuikensaku

）
で
、

緊
急
事
態
舞
台
芸
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
把
握
す
る
範
囲
で
も
、
七
月

に
入
っ
て
、
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
の
公
演
中
止
の
ペ
ー
ス
が
三
・
七
倍

に
急
増
し
た
と
指
摘
 18
。
そ
の
う
え
で
、
政
府
が
「
現
在
の
「
無
症

状
陽
性
者
を
見
つ
け
に
行
く
」
状
況
」
か
ら
、
二
十
二
日
付
の
事
務

連
絡
で
「
濃
厚
接
触
者
の
特
定
・
行
動
制
限
は
ハ
イ
リ
ス
ク
施
設
に

集
中
化
す
る
こ
と
と
し
、
同
一
世
帯
内
以
外
の
事
業
所
等
に
つ
い
て

は
、
濃
厚
接
触
者
の
特
定
・
行
動
制
限
は
行
う
必
要
が
な
い
」 19
と
一

部
方
針
を
転
換
し
た
こ
と
は
、
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
界
に
と
っ
て
重
要

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
 20
。

災
厄
は
収
束
の
気
配
を
み
せ
な
い
。
九
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

『E
ndless SH

O
C

K

』
博
多
座
公
演
の
上
演
形
態
に
つ
い
て
続
報
は

出
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
ふ
り
返
っ
て
も
、
直
前
ま
で

検
討
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
 21
。
次
々
に
襲
い
か

か
る
現
在
進
行
形
の
危
機
に
対
し
て
、
堂
本
光
一
が
い
か
な
る
決
断

を
下
し
、
道
を
切
り
拓
く
の
か
。
先
の
見
通
せ
な
い
世
界
で
、
堂
本

と
『E

ndless SH
O

C
K

』
の
軌
跡
を
、
祈
り
と
と
も
に
見
守
り
、
記

憶
し
、
記
録
を
重
ね
て
い
く
ほ
か
な
い
。

 

（
二
〇
二
二
年
七
月
二
十
七
日
脱
稿
）

【
注
】

1 

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
関
す
る
国
民
の
皆

様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

令
和
２
年
２
月
26
日
（
安
倍
総
理
）」
が
発
表
さ
れ
た

（https:// w
w

w
.m

hlw
.go.jp/ stf/ seisakunitsuite/ new

page_00002 .htm
l

）。

最
終
閲
覧
日
二
〇
二
二
年
七
月
十
五
日
。

2 

井
上
秀
樹
・
藤
谷
浩
二
「
消
え
か
け
る
、
劇
場
の
灯　

再
開
発
表
→
一
転
中

止
も
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
七
日
朝
刊
。

3 

た
と
え
ば
、
当
時
松
竹
株
式
会
社
代
表
取
締
役
副
社
長
だ
っ
た
安
孫
子
正
は

「
二
十
六
日
の
会
見
を
受
け
て
、
各
劇
場
が
「
三
月
は
予
定
ど
お
り
初
日
を
開

け
る
こ
と
で
き
な
い
な
」
と
。
で
も
当
時
は
、
一
週
間
後
と
か
十
日
後
に
は
開

け
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
み
ん
な
が
思
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
」（「
歌
舞
伎

は
、
不
死
鳥
の
よ
う
に
」、
拙
編
『
ロ
ス
ト
・
イ
ン
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

―
失
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わ
れ
た
演
劇
と
新
た
な
表
現
の
地
平
』
春
陽
堂
書
店
、
二
〇
二
一
年
、
五
二
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。

4 
https:// corporate.pia.jp/ new

s/ detail_ live_ enta20210513 .htm
l

（
最
終

閲
覧
日
二
〇
二
二
年
七
月
十
五
日
）。

5 
https:// corporate.pia.jp/ new

s/ detail_ live_ enta20220615 .htm
l

（
最
終

閲
覧
日
二
〇
二
二
年
七
月
十
五
日
）。

6 

拙
編
『
ロ
ス
ト
・
イ
ン
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

―
失
わ
れ
た
演
劇
と
新
た
な
表

現
の
地
平
』（
前
掲
注
３
）、
拙
稿
「
コ
ロ
ナ
禍
と
演
劇
を
め
ぐ
る
思
索

―
早

稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
の
取
り
組
み
を
視
座
と
し
て
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
第

八
四
集
、
二
〇
二
二
年
三
月
）、
藤
谷
桂
子
・
拙
編
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
演
劇 

年
表
抄

―
２
０
２
１
年
６
月
～
２
０
２
２
年
１
月
」（『
エ
ン
パ
ク

ブ
ッ
ク
』
第
一
一
八
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

7 

二
〇
一
九
年
版
で
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
を
二
十
人
に
増
員
し
、
そ
れ

ま
で
舞
台
袖
に
置
か
れ
て
い
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
帝
国
劇
場
本
来
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
ピ
ッ
ト
に
配
置
す
る
な
ど
、
種
々
の
大
き
な
改
変
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
変

化
に
つ
い
て
は
、
萩
尾
瞳
「
引
き
締
ま
り
、
洗
練
度
増
す
『
Ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
』」（『act guide

』
二
〇
一
九
年
四
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

8 

た
と
え
ば
『A

E
R

A

』
二
〇
二
〇
年
二
月
十
日
号
の
「
表
紙
の
人
」
で
は
、

堂
本
光
一
の
略
年
譜
の
二
〇
二
〇
年
の
項
目
と
し
て
「
３
月
30
日
夜
、
自
ら
が

持
つ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
単
独
主
演
回
数
を
更
新
す
る
１
８
０
０
回
公
演
を
達
成
す

る
」
と
、
そ
の
未
来
が
あ
た
か
も
確
定
し
た
現
実
の
ご
と
く
明
記
さ
れ
て
い
る
。

9 

本
稿
に
お
け
る
『E

ndless SH
O

C
K

』
のInstagram

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

最
終
閲
覧
日
は
、
脱
稿
時
点
で
は
す
べ
て
二
〇
二
二
年
七
月
十
五
日
。

10 

な
お
、
松
竹
は
三
月
十
八
日
に
歌
舞
伎
座
、
新
橋
演
舞
場
、
南
座
、
大
阪
松

竹
座
の
三
月
公
演
中
止
を
発
表
し
て
お
り
、
中
止
／
再
開
の
判
断
が
各
社
で
分

か
れ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。

11 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
二
〇
二
一
年
度
春
季
企
画
展
「Lost in 
Pandem

ic

―
失
わ
れ
た
演
劇
と
新
た
な
表
現
の
地
平
」
の
音
声
配
信
企
画

「
コ
ロ
ナ
禍
と
表
現
の
現
在
地
／
可
能
性
」
の
う
ち
、「
変
わ
っ
た
こ
と
、
変
わ

ら
な
い
こ
と
、
劇
場
で
生
き
る
こ
と

―
井
上
芳
雄
さ
ん
に
聞
い
た
、
コ
ロ
ナ

禍
と
〝
演
劇
〟
の
話
」（
二
〇
二
一
年
七
月
五
日
収
録
。https:// w

w
w

.w
aseda.

jp/ enpaku/ ex/14093/

）。
聞
き
手
で
あ
る
稿
者
が
音
声
配
信
か
ら
文
字
に
起

こ
し
、
冗
語
等
を
整
理
し
て
成
形
し
た
。

12 

井
上
芳
雄
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
〝
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
愛
〟

ゆ
え
に
夜
な
夜
な
思
考
す
る
」（
平
野
祥
恵
＋
長
谷
川
あ
や
編
『W

E
 M

U
ST

 

G
O

 O
N

―
２
０
２
０
年
春
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
思
う

こ
と
』W

E
 M

U
ST

 G
O

 O
N

出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二
〇
二
〇
年
）。

13 

歌
舞
伎
と
配
信
の
動
向
に
関
し
て
は
、
高
本
教
之
「
コ
ロ
ナ
禍
下
の
「
新
し

い
歌
舞
伎
」
を
考
え
る　

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
「
図
夢
歌
舞
伎
『
忠
臣
蔵
』」
と

「
須
磨
浦
」」（『FO

R
M

E
S

』
第
三
号
、
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究

科
表
象
文
化
論
南
大
沢
言
語
文
化
研
究
会
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
）
に
概
要
が

整
理
さ
れ
て
い
る
。

14 
無
署
名
「
堂
本
光
一
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ
に
6
万
人
！
帝
国

劇
場
か
ら
初
の
舞
台
生
配
信
」『
サ
ン
ス
ポ
』
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
三
日

（h
ttps:// w

w
w

.sanspo.com
/ article/20200323 -R6 Y

Y
M

SG
2 A

JN
IT

 

D
2 E

B
T

Y
ZD

PSSQ
M

/)

最
終
閲
覧
日
二
〇
二
二
年
七
月
十
五
日
。
な
お
、
配
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信
終
了
後
、
二
十
四
時
間
は
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
を
視
聴
可
能
だ
っ
た
。

15 
前
掲
「Lost in Pandem

ic

―
失
わ
れ
た
演
劇
と
新
た
な
表
現
の
地
平
」
で

は
、
東
宝
と
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
の
協
力
を
得
て
『E

ndless SH
O

C
K

』
イ
ン

ス
タ
ラ
イ
ブ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
展
示
会
場
で
上
映
。
そ
の
中
で
、
堂
本
光

一
が
画
面
に
向
か
っ
て
語
る
言
葉
を
稿
者
が
文
字
に
起
こ
し
た
。

16 

池
内
亜
紀
「［A

LL A
B

O
U

T

］E
ndless SH

O
C

K
-E

ternal-

」『
読
売
新
聞
』

二
〇
二
一
年
一
月
六
日
夕
刊
。

17 
Instagram

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
二
〇
二
一
年
一
月
十
六
日
付
で
投
稿
。

18 

二
〇
二
二
年
七
月
二
十
七
日
午
前
八
時
三
十
分
。
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
二
年

七
月
二
十
七
日
。
本
稿
脱
稿
後
に
発
表
さ
れ
た
、
増
田
愛
子
「
舞
台
芸
術
「
存

亡
の
危
機
」　

コ
ロ
ナ
第
７
波
、
公
演
中
止
が
急
増
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二

二
年
八
月
十
八
日
朝
刊
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

19 
https:// w

w
w

.m
hlw

.go.jp/ content/000968058 .pdf
（
最
終
閲
覧
日
二
〇

二
二
年
七
月
二
十
七
日
）。

20 

二
〇
二
二
年
七
月
二
十
七
日
午
前
八
時
四
十
分
。
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
二
年

七
月
二
十
七
日
。

21 

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
は
、
公
式
サ
イ
ト
で
「
タ
レ
ン
ト
・
社
員
全
員
で
感
染

予
防
対
策
に
は
努
め
て
い
る
も
の
の
、
本
日
ま
で
に
30
公
演
以
上
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
公
演
が
中
止
に
な
る
た
び
に
調
整
す
べ
き

対
象
公
演
が
増
加
し
、
必
然
的
に
延
期
公
演
を
行
う
た
め
の
会
場
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
グ
ル
ー
プ
内
に
感
染
者
が

出
ま
し
て
も
公
演
を
実
施
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
了
承
賜
れ

ま
す
と
幸
甚
に
存
じ
ま
す
」（
二
〇
二
二
年
七
月
二
十
九
日
付
）
と
「
ジ
ャ
ニ
ー

ズ
グ
ル
ー
プ
主
催
公
演
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
を
発
表
し
た
（https:// w

w
w.

johnnys-net.jp/ page? id= text&
dataId=1951

）。
こ
う
し
た
方
針
が
『E

ndless 

SH
O

C
K

』
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
本
稿
校
正
中
の
八
月
二
十
九
日
現

在
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。

［
付
記
①
］
引
用
文
中
、
改
行
を
／
で
し
め
し
た
箇
所
が
あ
り
、〔 

〕
内
は
引
用

者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
稿
者
は
劇
場
版
『E

ndless 

SH
O

C
K

』
と
『E

ndless SH
O

C
K

-E
ternal-

』（
帝
国
劇
場
、
二
〇
二
二
年
五

月
二
十
六
日
夜
の
部
）
を
実
見
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『E

ndless SH
O

C
K

』（Johnny’s 
E

ntertainm
ent

、
二
〇
二
一
年
）
を
視
聴
し
て
内
容
を
確
認
し
た
。
な
お
、
本

稿
脱
稿
後
の
公
演
中
止
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
本
稿
で
追
い
き
れ
て
い
な
い
こ

と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

［
付
記
②
］
本
稿
校
正
中
、
博
多
座
で
は
『E

ndless SH
O

C
K

』
本
編
が
予
定
ど

お
り
、
九
月
五
日
に
初
日
を
開
け
た
。
し
か
し
、
校
了
間
際
の
九
月
九
日
付
で

Instagram

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
「
博
多
座
公
演
一
部
中
止
の
お
知
ら
せ
」

が
投
稿
さ
れ
、
公
演
関
係
ス
タ
ッ
フ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性

反
応
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
九
月
九
日
の
十
三
時
開
演
の
部
お
よ
び
十
八
時
開

演
の
部
を
急
遽
中
止
す
る
と
発
表
。
十
一
日
に
同
日
以
降
の
公
演
を
予
定
通
り

上
演
と
発
表
さ
れ
た
。
九
月
十
三
日
現
在
、
い
ま
だ
事
態
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
る
。

（
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
）


